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比
較
思
想
学
会
で
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
三
年
の
計
画
で
「
思
想
と
し

て
の
生
命
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
連
続
パ
ネ
ル
を
開
催
し
て
き
た
。
初
年

度
の
二
〇
一
四
年
七
月
の
大
会
で
は
、
第
一
回
「
出
生
と
生
命
」
と
題
し

て
、「
生
命
」
の
人
間
学
的
な
意
味
や
生
命
倫
理
学
的
な
問
題
が
検
討
さ

れ
た
。
議
論
と
し
て
は
、
最
近
の
医
療
技
術
や
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ

て
、
生
命
が
操
作
さ
れ
、
道
具
・
手
段
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
け
れ
ど
も
、

実
際
に
は
、
生
命
と
は
、
私
た
ち
が
安
易
に
操
作
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

「
無
条
件
に
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
翌
二
〇
一
五
年
六
月
の
大
会
で
は
、
第
二
回
「
生
命
観
の
再
検
討
―
生

き
て
い
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
」
と
題
し
て
、「
生
命
を
生
命
た
ら

し
め
て
い
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
私

と
い
う
生
命
と
は
何
者
な
の
か
」
と
い
う
問
題
が
検
討
さ
れ
た
。
特
に
第

二
回
で
は
、
人
文
系
の
学
会
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
と
し
て
、
生
命
科
学

研
究
と
哲
学
・
思
想
と
の
領
域
横
断
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
特
徴
的

な
の
は
、
生
命
を
物
質
に
還
元
す
る
物
理
主
義
で
も
な
く
、
精
神
を
物
質

か
ら
独
立
し
た
実
体
と
み
な
す
二
元
論
や
生
気
論
を
回
避
し
つ
つ
、「
生

命
」
概
念
を
再
構
築
す
る
必
要
性
が
共
有
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
二
回
の
議
論
を
受
け
て
、
二
〇
一
六
年
六
月
の
最
終
回
は

「
死
を
め
ぐ
る
生
命
」
と
題
し
て
、
生
・
生
命
の
否
定
と
し
て
の
「
死
」

と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
た
。「
思
想
と
し
て
の
生
命
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
中
で
も
、
最
大
の
難
問
で
あ
る
「
死
」
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々

が
ど
の
よ
う
に
思
考
し
、
議
論
を
組
み
立
て
て
い
く
か
が
今
回
の
重
大
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
今
回
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
渡
辺
恒
夫
氏
（
東
邦
大

学
）、
浅
見
洋
氏
（
石
川
県
立
看
護
大
学
・
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
）、

冲
永
宜
司
氏
（
帝
京
大
学
）
の
三
人
で
あ
っ
た
。

　
渡
辺
氏
は
「
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
よ
る
幼
少
期
の
自
我
体
験
の
解
明

か
ら
輪
廻
転
生
観
へ
」
と
題
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
を
あ
え
て
「
フ

ッ
サ
ー
ル
心
理
学
」
と
し
て
読
み
替
え
、
幼
少
期
の
子
供
た
ち
が
体
験
す

〈
特
集
２　

思
想
と
し
て
の
生
命　

第
三
回　

死
を
め
ぐ
る
生
命
〉

森
　
村
　
　
　
修
　

　
趣
旨
説
明

―
「
死
を
め
ぐ
る
生
命
」

―



48

を
一
人
称
的
な
観
点
や
三
人
称
的
な
観
点
か
ら
見
る
こ
と
が
、
直
線
的
時

間
観
念
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
と
は
異
な
る
時
間
観
念

と
し
て
「
球
面
的
時
間
観
念
」
を
提
起
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
冲
永
氏
は
、

二
つ
の
異
な
る
時
間
観
念
が
世
界
を
構
成
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
時
間
を

「
つ
な
ぐ
」
と
こ
ろ
に
「
生
命
」
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
筆
者
に
と
っ
て
も
「
思
想
と
し
て
の
生
命
」
の
テ
ー
マ
で
「
死
」
の
問

題
を
語
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
理
解
で
は
、

私
た
ち
は
、
単
な
る
個
体
的
生
命
（
ビ
オ
ス
）
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
根

源
的
生
命
（
ゾ
ー
エ
ー
）
の
流
れ
の
一
部
と
し
て
も
生
き
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
、
私
た
ち
の
生
は
、
そ
の
生
を
生
き
る
〈
私
〉
に
と
っ
て
だ
け
存

在
す
る
の
で
は
な
く
、〈
あ
な
た
〉
と
共
に
生
き
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、〈
あ
な
た
〉
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
あ
な
た
〉
と
共
に

生
き
て
い
る
〈
私
〉（
の
一
部
）
も
ま
た
死
ぬ
。
根
源
的
な
生
命
の
観
点

か
ら
見
れ
ば
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
（
＝
生
命
を
も
つ
と
い
う
こ
と
）
は
、

〈
私
〉
と
〈
あ
な
た
〉
と
が
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、〈
私
〉
や
〈
あ
な
た
〉
と
い
う
人
称
代
名
詞
は
、
互
い
に
入

れ
替
え
可
能
な
関
係
性
を
表
わ
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
根
源
的
生
命
を

基
礎
に
す
る
「
関
係
の
絶
対
性
」
が
存
在
し
て
い
る
。
筆
者
の
理
解
で
は
、

田
辺
元
の
「
実
存
協
同
」
と
は
、
妻
ち
よ
に
先
立
た
れ
た
田
辺
が
、〈
私
〉

と
〈
あ
な
た
〉
の
「
関
係
の
絶
対
性
」
に
基
づ
く
根
源
的
生
命
を
共
に
生

き
る
場
と
し
て
の
〈
協
同
態
〉
に
お
い
て
、
生
者
や
死
者
と
い
う
存
在
様

態
の
境
界
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
思
想
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
も
り
む
ら
・
お
さ
む
、
現
象
学
・
日
本
哲
学
・
倫
理
学
、
法
政
大
学
教
授
）

る
「
自
我
体
験
」
の
解
明
に
「
フ
ッ
サ
ー
ル
心
理
学
」
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
適
用
す
る
と
い
う
大
胆
な
試
み
を
披
瀝
さ
れ
た
。
筆
者
の
よ
う
な
現
象

学
者
か
ら
見
て
、
本
発
表
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
渡
辺
氏
に
よ
れ

ば
、
幼
少
期
に
体
験
さ
れ
る
「
私
は
私
だ
！
」
と
か
「
私
は
な
ぜ
こ
こ
に

居
る
Ｘ
・
Ｙ
で
あ
っ
て
他
の
誰
か
で
は
な
い
の
か
？
」
な
ど
の
「
独
我
論

的
体
験
」
を
フ
ッ
サ
ー
ル
心
理
学
的
に
解
釈
す
る
。
し
か
も
渡
辺
氏
は
、

現
象
学
者
ク
ラ
ウ
ス
・
ヘ
ル
ト
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
的
「
他
者
論
」
解

釈
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
独
自
の
時
間
論
解
釈
を
提
示
し
た
。

　
浅
見
氏
は
「
田
辺
元
に
お
け
る
死
者
と
生
者
の
実
存
協
同
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
田
辺
元
の
「
死
の
哲
学
」
に
言
及
し
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て

い
る
「
死
復
活
」
に
基
づ
く
「
死
者
と
生
者
の
実
存
協
同
」
の
思
想
を
「
エ

ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
（
Ｅ
Ｏ
Ｌ
）」
の
視
点
か
ら
展
開
さ
れ
た
。
田
辺
は
、

妻
ち
よ
の
死
後
、
六
〇
代
の
「
懺
悔
道
の
哲
学
」
を
さ
ら
に
徹
底
し
、「
死

の
哲
学
」
を
語
り
始
め
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
田
辺
は
実
存
協
同
の
典
型

を
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
霊
の
交
わ
り
（Com

unio sanctorum
u

）」
と
「
菩

薩
道
」
に
求
め
る
。
さ
ら
に
浅
見
氏
は
、
田
辺
の
「
死
の
哲
学
」
の
中
に

「
断
絶
し
た
死
者
と
生
者
の
関
係
の
再
構
築
の
可
能
性
と
意
義
」
を
見
出

し
、「
悲
嘆
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
関
係
を
失
う
こ
と
の
な
い
、
新
た
な

喪
の
仕
事
が
立
ち
上
が
る
」
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　
最
後
に
、「
思
想
と
し
て
の
生
命
」
の
パ
ネ
ル
の
企
画
者
で
も
あ
る
冲

永
氏
は
、「
生
死
の
矛
盾
を
つ
な
ぐ
生
命̶

三
年
間
を
総
括
し
て
」
と
題

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
二
回
の
パ
ネ
ル
を
踏
ま
え
て
、
生
死
の
区
別
と
無
区

別
と
し
て
の
生
命
と
い
う
見
解
を
展
開
し
た
。
冲
永
氏
に
よ
れ
ば
、
生
死


